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 要 旨   
親密なパートナーによる暴力(IPV)は、世界全ての女性に関わる問題であり、女性の嗜好

品使用とも関連することが報告されている。 
WHO の国際比較研究の一環として、本研究では酒・タバコの使用と IPV 経験との関連

を１８-４９歳の横浜在住女性サンプルにおいて検討した。２０００-２００１年のレトロス

ペクティブデータを用いて、生存分析の手法により IPV 経験とその後の喫煙・飲酒開始率

との関連を検討した。 
IPV 経験は、喫煙開始年齢・現在の飲酒パターンに加え、現在の喫煙習慣とも関連して

いた。IPV 経験があった女性は、なかった女性に比べ、面接調査時に喫煙者である割合が

高く、また喫煙開始年齢が早い傾向があった。調査時点に関わらず、IPV 経験があった女

性の喫煙開始リスクは、なかった女性に比べ二倍高かった。加えて、IPV 経験があった女

性には、多量飲酒の傾向が認められた。 
本研究により、IPV 経験のある女性の安全と健康の増進のための、IPV 予防および嗜好

品使用に関するプログラム間の、協調した取り組みの必要性が明確に示された。 

 




